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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年６月期第３四半期 967 20.4 △242 － △257 － △194 －

2024年６月期第３四半期 803 △27.6 △287 － △269 － △206 －

（注）包括利益 2025年６月期第３四半期 △194百万円（－％） 2024年６月期第３四半期 △206百万円（－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年６月期第３四半期 △32.99 －

2024年６月期第３四半期 △35.07 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年６月期第３四半期 3,411 2,521 73.9

2024年６月期 3,567 2,696 75.6

（参考）自己資本 2025年６月期第３四半期 2,521百万円 2024年６月期 2,696百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年６月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2025年６月期 － 0.00 －

2025年６月期（予想） 0.00 0.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 2,640 31.4 365 27.9 363 16.8 231 16.1 39.45

１．2025年６月期第３四半期の連結業績（2024年７月１日～2025年３月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2025年６月期の連結業績予想（2024年７月１日～2025年６月30日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年６月期３Ｑ 5,890,600株 2024年６月期 5,880,000株

②  期末自己株式数 2025年６月期３Ｑ 970株 2024年６月期 970株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2025年６月期３Ｑ 5,885,104株 2024年６月期３Ｑ 5,876,024株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

新規  -社  （社名）-、除外  -社  （社名）-

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：有（任意）

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判 

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束するものではありません。また、実際の業績等は様々 

な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件および業績予想のご利用にあたっての注意 

事項等については、添付資料４ページ「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説

明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

（１）当四半期の経営成績の概況

第３四半期連結累計期間における世界経済は、インフレの落ち着きに伴う各国の金融政策緩和によって、消費や

投資の回復が見受けられ、底堅く推移しておりますが、米国の新政権による対外政策や欧州主要国の政治不安定化

などによって、景気の下振れリスクが高まっております。我が国経済におきましては、内需中心に底堅い成長が続

くものの、米国を中心とした各国の政策によって不確実性が高まる要素を含んでおります。

このような事業環境のもと、当第３四半期連結累計期間における経営成績は、売上高967,828千円（前年同期比

20.4％増）、営業損失242,310千円（前年同期は287,228千円の損失）、経常損失257,352千円（前年同期は269,198

千円の損失）、親会社株主に帰属する四半期純損失194,152千円（前年同期は206,099千円の損失）となりました。

セグメントの経営成績は、次の通りであります。

（オプティカル事業）

当第３四半期連結累計期間は、中国、国内、台湾のアジア市場向けと欧州向けの案件が中心となり売上に寄与い

たしました。特に当第３四半期におきましては、国内の年度末が重なり国内ユーザー向けの出荷が多く、累計の国

別売上比率は国内が４割を超える水準に至っております。国内案件は好調な受注環境を背景に売上高が前年同期比

49.8％増と大幅に増加いたしました。

国内に次ぐ販売地域の中国につきましては、これまで取引のない新設されたＸ線自由電子レーザー施設から受注

に至るなど中国内の新設都市における受注環境も整ってまいりました。また、引続き各都市からの引合いが増加し

ており、新規施設のみならず既存施設からの受注につながっております。

欧州におきましても、EU主要国にある既存施設のアップグレードが継続して進んでおり、各地の施設から高精度

ミラーの受注に至っております。

当社の主な販売先である国内外の放射光施設やⅩ線自由電子レーザー施設における需要については、世界各国に

おいてバージョンアップや新設計画が順調に展開しており、受注活動も良好に推移しております。利益面におきま

しては、前年同期の売上案件と比較して当セグメントは利益率の高い高精度品の案件が多かったため、セグメント

利益は大幅に改善いたしました。

以上の結果、売上高は581,677千円（前年同期比46.7％増）、セグメント利益は137,723千円（前年同期は4,081

千円の利益）となりました。

（ライフサイエンス・機器開発事業）

当第３四半期連結累計期間のライフサイエンス・機器開発事業の売上は、ライフサイエンス関連では自動細胞

培養装置のメンテナンスや消耗品の販売実績があり、機器開発関連ではプラズマ援用研磨装置の新規販売と既存

装置の改造の案件及び各種装置向け部材品の販売実績がございました。

ライフサイエンス・機器開発事業の重点新規事業分野として、各半導体材料を主たる対象としたナノ表面加工

技術であるプラズマ化学気相加工法（PCVM）、プラズマ援用研磨法（PAP）、触媒基準エッチング法（CARE）、電

気化学機械研磨法（ECMP）による表面加工装置の開発、製品化、販売活動を継続して推進しております。

また販売活動の一環として、「SEMICOMジャパン2024」への出展に続き、「SiC・GaN加工技術展2025」へ出展を

おこない、新たな顧客開拓を推進してまいりました。その結果、プラズマ援用研磨法（PAP）と電気化学機械研磨

法（ECMP）に大きな反響があり、複数企業からテスト加工の依頼を受け、顧客評価を進めております。プラズマ

援用研磨法（PAP）と電気化学機械研磨法（ECMP）はともに次世代のパワーデバイス用の基板、データーセンター

等の高出力デバイスのヒートスプレッダーとして注目されております。今後市場の拡大が期待できるものであ

り、更なる技術力と販売体制の強化に努めてまいります。

ライフサイエンス関連では、働き方改革、動物実験禁止の世界的潮流により、自動細胞培養装置にとって追い

風の環境となっております。「MakCell®」をはじめとする汎用型の自動細胞培養装置による新規市場開拓だけで

なく、市場ニーズが高まっている超大型・全自動の細胞培養システムの市場サーベイを実施し、受注拡大に注力

しております。

以上の結果、売上高は105,899千円（前年同期比58.4％増）、セグメント損失は79,613千円（前年同期は85,972

千円の損失）となりました。

（その他事業）

当第３四半期連結累計期間のその他事業（電子科学株式会社）につきましては、同社の主力事業である装置販

売において３件（販売先：国内及び韓国）の販売実績が確保され、その他、装置メンテナンス業務と受託分析業
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務において実績がございました。同社につきましては、これまで国内、台湾、韓国を主要市場として展開してお

りましたが、国際的な展示会への積極的な出展によって、主要市場以外の事業者から引合いが増加し、更なる販

路拡大に努めております。当第３四半期連結累計期間については主力事業の装置販売の実績が寄与いたしました

が、前年同期比の販売台数を下回る実績となったことから売上高が減少する結果に至りました。

現在、当社とともに新たな機能の装置開発を進めており、市場への新製品投入に向けたマーケティング活動を

推進しております。そのため装置開発に伴う研究開発費が増加し、本社事務所の増床による費用増などが加わ

り、販売管理費が増加したことによる影響で前年同期と比較して利益が減少し、セグメント損失を計上するに至

りました。

以上の結果、売上高は280,581千円（前年同期比17.6％減）、セグメント損失は1,625千円（前年同期は39,065千

円の利益）となりました。

（２）当四半期の財政状態の概況

①資産、負債及び純資産の状況

（資産）

当第３四半期連結累計期間における流動資産は1,606,597千円となり、前連結会計年度末に比べ209,131千円減

少いたしました。これは主に仕掛品が210,063千円増加した一方で、売掛金が409,257千円減少したことによるも

のであります。固定資産は1,804,458千円となり、前連結会計年度末に比べ52,664千円増加いたしました。これは

主に、のれんが31,787千円及び機械装置及び運搬具が18,322千円減少した一方で、繰延税金資産が78,671千円増

加したことによるものであります。

以上の結果、総資産は3,411,056千円となり、前連結会計年度末に比べ156,466千円減少いたしました。

（負債）

当第３四半期連結累計期間における流動負債は448,899千円となり、前連結会計年度末に比べ35,713千円増加い

たしました。これは主に買掛金が22,645千円及び契約負債が37,113千円増加した一方で、未払法人税等が37,457

千円減少したことによるものであります。固定負債は441,130千円となり、前連結会計年度末に比べ16,429千円減

少いたしました。これは主にその他が40,075千円増加した一方で、長期借入金が56,592千円減少したことによる

ものであります。

この結果、負債合計は890,030千円となり、前連結会計年度末に比べ19,284千円増加いたしました。

（純資産）

当第３四半期連結累計期間における純資産合計は2,521,025千円となり、前連結会計年度末に比べ175,751千円

減少いたしました。これは資本金と資本準備金がそれぞれ9,200千円増加した一方で、利益剰余金が194,152千円

減少したことによるものであります。

②キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

38,783千円減少し、571,446千円となりました。

当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果獲得した資金は60,766千円（前年同期は38,381千円の使用）となりました。これは主に、税金

等調整前四半期純損失257,981千円の計上及び棚卸資産の増加208,230千円による支出があった一方で、売上債権

の減少420,257千円、契約負債の増加37,113千円、減価償却費85,268千円及びのれん償却額31,787千円による収入

があったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は40,701千円（前年同期は113,895千円の使用）となりました。これは主に、有形

固定資産の取得による支出39,776千円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は58,374千円（前年同期は56,662千円の支出）となりました。これは、主に長期

借入金の返済による支出56,592千円があったことによるものであります。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

業績予想につきましては、2024年８月９日の「2024年６月期　決算短信」にて公表いたしました通期の業績予

想に変更はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
（2024年６月30日）

当第３四半期連結会計期間
（2025年３月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 610,230 571,446

電子記録債権 11,000 －

売掛金 803,528 394,270

商品及び製品 101,376 88,564

仕掛品 107,162 317,225

原材料及び貯蔵品 74,340 85,319

その他 108,371 150,050

貸倒引当金 △280 △280

流動資産合計 1,815,729 1,606,597

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 712,659 707,359

機械装置及び運搬具（純額） 241,550 223,227

土地 340,429 340,429

建設仮勘定 36,319 15,606

その他（純額） 8,364 60,767

有形固定資産合計 1,339,324 1,347,391

無形固定資産

のれん 307,276 275,489

その他 5,191 3,528

無形固定資産合計 312,468 279,017

投資その他の資産

投資有価証券 30,833 30,155

繰延税金資産 49,197 127,869

その他 19,969 20,024

投資その他の資産合計 100,000 178,049

固定資産合計 1,751,793 1,804,458

資産合計 3,567,522 3,411,056

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
（2024年６月30日）

当第３四半期連結会計期間
（2025年３月31日）

負債の部

流動負債

買掛金 58,399 81,045

１年内返済予定の長期借入金 75,456 75,456

未払法人税等 40,708 3,250

契約負債 110,179 147,293

賞与引当金 28,622 41,324

受注損失引当金 － 3,320

その他 99,819 97,209

流動負債合計 413,185 448,899

固定負債

長期借入金 446,507 389,915

役員退職慰労引当金 1,650 1,650

退職給付に係る負債 538 626

その他 8,864 48,939

固定負債合計 457,560 441,130

負債合計 870,746 890,030

純資産の部

株主資本

資本金 837,948 847,148

資本剰余金 797,941 807,141

利益剰余金 1,061,509 867,356

自己株式 △621 △621

株主資本合計 2,696,776 2,521,025

純資産合計 2,696,776 2,521,025

負債純資産合計 3,567,522 3,411,056
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
（自　2023年７月１日

至　2024年３月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2024年７月１日

至　2025年３月31日）

売上高 803,648 967,828

売上原価 361,744 393,755

売上総利益 441,904 574,073

販売費及び一般管理費 729,132 816,383

営業損失（△） △287,228 △242,310

営業外収益

受取利息 6 391

受取保険金 464 328

助成金収入 141 －

補助金収入 17,969 －

為替差益 1,134 －

受取出向料 1,038 2,421

その他 375 604

営業外収益合計 21,129 3,745

営業外費用

支払利息 2,310 3,373

為替差損 － 14,802

投資事業組合運用損 631 612

その他 158 －

営業外費用合計 3,099 18,788

経常損失（△） △269,198 △257,352

特別利益

固定資産売却益 － 200

特別利益合計 － 200

特別損失

固定資産除却損 1,656 807

減損損失 1,837 21

特別損失合計 3,494 828

税金等調整前四半期純損失（△） △272,692 △257,981

法人税、住民税及び事業税 14,802 14,842

法人税等調整額 △81,394 △78,671

法人税等合計 △66,592 △63,828

四半期純損失（△） △206,099 △194,152

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △206,099 △194,152

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
（自　2023年７月１日

至　2024年３月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2024年７月１日

至　2025年３月31日）

四半期純損失（△） △206,099 △194,152

四半期包括利益 △206,099 △194,152

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △206,099 △194,152

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
（自　2023年７月１日

至　2024年３月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2024年７月１日

至　2025年３月31日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △272,692 △257,981

減価償却費 77,605 85,268

減損損失 1,837 21

のれん償却額 31,787 31,787

受注損失引当金の増減額（△は減少） － 3,320

賞与引当金の増減額（△は減少） 12,917 12,701

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △1,245 87

投資事業組合運用損益（△は益） 631 612

受取利息及び受取配当金 △6 △391

支払利息 2,310 3,373

補助金収入 △17,969 －

固定資産除却損 1,656 807

売上債権の増減額（△は増加） 408,256 420,257

棚卸資産の増減額（△は増加） △146,829 △208,230

前払費用の増減額（△は増加） △18,613 1,678

仕入債務の増減額（△は減少） △47,077 22,645

未払費用の増減額（△は減少） △17,919 △24,627

契約負債の増減額（△は減少） 45,288 37,113

その他 △52,291 4,789

小計 7,646 133,233

利息及び配当金の受取額 6 391

利息の支払額 △2,368 △3,478

法人税等の支払額 △61,634 △69,379

補助金の受取額 17,969 －

営業活動によるキャッシュ・フロー △38,381 60,766

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △94,806 △39,776

無形固定資産の取得による支出 △920 －

投資有価証券の取得による支出 △15,000 －

その他 △3,169 △925

投資活動によるキャッシュ・フロー △113,895 △40,701

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △56,592 △56,592

その他 △70 △1,782

財務活動によるキャッシュ・フロー △56,662 △58,374

現金及び現金同等物に係る換算差額 261 △474

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △208,678 △38,783

現金及び現金同等物の期首残高 783,128 610,230

現金及び現金同等物の四半期末残高 574,450 571,446

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

- 9 -

㈱ジェイテックコーポレーション（3446）　2025年６月期　　第３四半期決算短信



（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（会計方針の変更に関する注記）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号　2022年10月28日。以下「2022年改正会計

基準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20-３項た

だし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28号　2022

年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65-２項(２)ただし書きに定める経過的な取扱いに従っており

ます。なお、当該会計方針の変更による四半期連結財務諸表への影響はありません。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表におけ

る取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を第１四半期連結会計期間の期首から適用しており

ます。なお、当該会計方針の変更による四半期連結財務諸表及び連結財務諸表への影響はありません。
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（単位：千円）

報告セグメント

調整額（注）1
四半期連結損
益計算書計上
額（注）2

オプティカル
事業

ライフサイエ
ンス・機器開

発事業
その他事業 計

売上高

外部顧客への売上高 396,624 66,462 340,561 803,648 - 803,648

セグメント間の内部売

上高又は振替高
- 400 - 400 △400 -

計 396,624 66,862 340,561 804,048 △400 803,648

セグメント利益又は損失

（△）
4,081 △85,972 39,065 △42,825 △244,403 △287,228

（単位：千円）

報告セグメント

調整額（注）1
四半期連結損
益計算書計上
額（注）2

オプティカル
事業

ライフサイエ
ンス・機器開

発事業
その他事業 計

売上高

外部顧客への売上高 581,677 105,899 280,251 967,828 － 967,828

セグメント間の内部売

上高又は振替高
－ － 330 330 △330 －

計 581,677 105,899 280,581 968,158 △330 967,828

セグメント利益又は損失

（△）
137,723 △79,613 △1,625 56,484 △298,794 △242,310

（セグメント情報等の注記）

　　　　【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2023年７月１日　至　2024年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「調整額」の区分は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主に報告セグメントに帰属しな

い一般管理費及び研究開発費等であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　（固定資産に係る重要な減損損失）

　「ライフサイエンス・機器開発事業」セグメントにおいて、収益性の低下に伴う減損損失を1,837千円計

上しております。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2024年７月１日　至　2025年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「調整額」の区分は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主に報告セグメントに帰属しな

い一般管理費及び研究開発費等であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。
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（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、2024年９月27日開催の取締役会決議に基づき、2024年10月25日付で譲渡制限付株式報酬としての新株式発

行を行いました。この結果、当第３四半期連結累計期間において資本金及び資本剰余金がそれぞれ9,200千円増加

し、当第３四半期連結会計期間末において資本金が847,148千円、資本剰余金が807,141千円となっております。

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（単位：千円）

報告セグメント

合計
オプティカル事業

ライフサイエンス・

機器開発事業
その他事業

光学ミラー・部品類 394,945 - - 394,945

ライフサイエンス汎用機類 - 38,396 - 38,396

機器開発 - 9,880 - 9,880

ＴＤＳ - - 264,257 264,257

その他 1,678 18,185 76,303 96,167

顧客との契約から生じる収益 396,624 66,462 340,561 803,648

外部顧客への売上高 396,624 66,462 340,561 803,648

（単位：千円）

報告セグメント

合計
オプティカル事業

ライフサイエンス・

機器開発事業
その他事業

光学ミラー・部品類 579,432 - - 579,432

ライフサイエンス汎用機類 - 35,864 - 35,864

機器開発 - 60,035 - 60,035

ＴＤＳ - - 186,589 186,589

その他 2,245 10,000 93,662 105,907

顧客との契約から生じる収益 581,677 105,899 280,251 967,828

外部顧客への売上高 581,677 105,899 280,251 967,828

（収益認識関係に関する注記）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

前第３四半期連結累計期間（自　2023年７月１日　至　2024年３月31日）

当第３四半期連結累計期間（自　2024年７月１日　至　2025年３月31日）
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2025年５月12日

株式会社ジェイテックコーポレーション

取締役会　御中

仰 星 監 査 法 人

大阪事務所

指 定 社 員
業務執行社員

 公認会計士 許　　　仁　九

指 定 社 員
業務執行社員

 公認会計士 池　上　由　香

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている株式会社ジェイテックコーポレーションの2024年７月

１日から2025年６月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2025年１月１日から2025年３月31日まで）及び

第３四半期連結累計期間（2024年７月１日から2025年３月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結

貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記につい

て期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸

表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただ

し、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと

信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載さ

れている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、ま

た、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判

断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の

省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要な

虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ

る。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一

般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定め

る記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する

責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手続

を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度

の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認めら

れると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四半期財

務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準
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（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータ及びHTMLデータは期中レビューの対象には含まれていません。

（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されて

いないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認めら

れる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性

に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論

を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将

来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び

我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準

第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められない

かどうかを評価する。

・四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査人

は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人の

結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
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